
- 1 - 

審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 第１１回津市景観審議会 

２ 開催日時 
令和元年８月１９日（月） 

午前１０時２０分から午前１１時００分まで 

３ 開催場所 津市本庁舎４階 庁議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市景観審議会委員） 

浅野聡、伊藤研也、大野研、木下誠一、髙山幸憲、中尾良次、水谷

渉、宮崎重則、森秀美、諸戸善昭 

（事務局） 

都市計画部長 蓑田博之 

都市計画部次長 松井昭道 

都市政策担当参事（兼）都市政策課長 草深寿雄 

都市政策課都市計画・景観担当主幹 石田淳美 

都市政策課都市計画・景観担当副主幹 瀧本宏充 

都市政策課主査 神田真澄 

都市政策課主事 水谷吏揮 

５ 内容 

１ 開会 

２ 会長及び副会長の選任 

３ 部会等の運営について（部会委員の選任） 

４ 重点地区指定後の取組について 

５ 平成３０年度景観法第１６条に基づく届出等の状況について 

６ その他 

７ 閉会 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

都市計画部都市政策課都市計画・景観担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２９０ 

E-mail  229-3177@city.tsu.lg.jp 
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・議事の内容  以下のとおり 

１ 開会 

事務局 【開会、事務局の紹介】 

事務局 本日の会議につきましては、委員１１名中１０名の委員に御出席いた

だきましたので、津市景観条例第２６条第２項の規定により過半数の出

席と認め、会議は成立しております。 

次に会議の公開でございますが、津市情報公開条例第２３条の規定に

基づく不開示情報は含まれておりませんので、公開とし、傍聴を認める

とともに、議事録も公開といたします。 

なお、本日は傍聴希望者がいませんので、このまま会議を続けさせて

いただきます。 

２ 会長及び副会長の選出について 

事務局 それでは、次に、事項２の「会長及び副会長の選任」を御審議いただ

きます。 

お手元の 資料１「津市景観条例」の第２５条第１項に、「審議会に会

長及び副会長 1 人を置き、委員の互選により定める」と規定しておりま

すが、いかが取り計らいましょうか。 

森委員 事務局に案がありましたら、示していただいたらどうでしょうか。 

事務局 それでは、事務局の考えはとのお声を頂きましたので、事務局より案

をお示しさせていただきたいと存じますが、いかがでしょうか。 

委員一同 異議なし 

事務局 「異議なし」とのことでございますので、事務局案を申し上げます。

会長につきましては、都市計画や景観計画が専門分野でいらっしゃい

ます、浅野委員に、また、副会長につきましては、景観設計や環境設計

を専門分野とされていらっしゃる、大野委員にお願いいたしたいと存じ

ますが、いかがでございましょうか。 

委員一同 異議なし 

事務局 異議なしの声をいただきましたので、会長は浅野委員に、副会長は大

野委員にお願いしたいと思います。 

浅野委員におかれましては会長席へ、大野委員におかれましては、副

会長席へ御移動をお願いいたします。 

会長 【挨拶】 

副会長 【挨拶】 

事務局 津市景観条例第２６条第１項の規定に基づき、会長が議長となります

ので、会議の進行をよろしくお願いいたします。 

３ 部会等の運営について（部会委員の選任） 

議長  それでは、事項書に基づき進めてまいります。事項３の「部会等の運

営について」事務局の説明を求めます。 

事務局 事項３の「部会等の運営について」説明します。 

まず、当審議会の部会の運営についてですが。資料１の津市景観条例

第２６条第４項で「審議会は所掌事項のうち特定の事項を調査審議する

ため、部会を置くことができる」、続く同条第５項で「審議会は、部会の

議決をもって審議会の議決とすることができる」としております。当審
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議会では、これまで、部会を置き５名の委員により運営していただいお

ります。お手元の資料２が部会の運営要領でございます。部会では、要

領第３条の第１号から第５号に規定する事項について調査審議いただき

ます。第１号から第３号は、景観法に基づく届出の内容が、津市景観計

画で定める景観形成基準に適合していないと判断した場合、届出者に対

し、設計の変更等必要な措置をとるよう勧告したり、その勧告に従わな

い場合にその旨を公表したり、さらに良好な景観の形成のために必要と

認めるときは、形状や色彩、素材といった形態意匠に限り設計の変更等

を命令する際に、調査審議していただきます。第４号は、景観法に基づ

く届出の内容が、重点地区内の新築行為、景観形成地区内の建築行為で、

建築物の高さが１０ｍ、建築面積が１，０００㎡を超える場合、一般地

区内の建築行為で、建築物の高さが３０ｍ、建築面積が３０００㎡を超

える場合に、津市景観計画に定める景観形成基準への適合性等に対し意

見をいただきます。また、重点地区内では、瓦屋根の葺き替えなどまち

なみ修景整備事業補助金を活用した修景整備を伴う建築行為につきまし

ても、各地区独自の景観形成基準への適合性等に対し意見をいただきま

す。第５号は、その他審議会の会長が部会で審議することが必要である

と認めたものを審議いただきます。 

参考までに、前任期中の平成２９年７月１日から令和元年６月３０日

までの間に開催しました部会の開催記録一覧を資料３として添付してお

ります。グレー部分が部会の対象となった要件です。 

以上が部会の審議事項です。本日は部会の運営要領に基づき部会の委

員を選任していただきたいと思います。要領第４条の規定により委員は

５人以内、第６条第４項の規定により、審議会の会長と副会長は部会の

委員として選任していただくことになります。 

なお、津市では、良好な景観形成を推進するために、部会以外にも「津

市景観アドバイザー」を設置しており、公共事業等に対する景観形成に

係る助言や相談、景観に関するシンポジウム、セミナー等における講師

派遣など、現在６名の専門家の方々を「津市景観アドバイザー」として

委嘱しております。津市景観アドバイザーの詳細については、資料４を

御覧ください。説明は以上です。 

議長 ただいま事務局から部会の運営について説明がありましたが、部会で

は、景観計画に定められている内容に基づいて、届出があった案件に対

する審議や、景観形成基準の適合に対して助言したりします。 

部会を構成する委員は、会長の私と、大野副会長を含む５名以内とい

うことです。 

まず、部会の委員を選任するに当たりどのような専門性が必要である

と事務局はお考えですか。 

事務局 部会では、主に津市景観計画に定める景観形成基準への適合性等への

意見を伺うこととなりますので、建築や色彩・デザインの専門性が必要

かと思われます。 

議長 審議会の委員名簿を御覧ください。前回の審議会もそうでしたが、主

に建築を専門にする委員と色彩やデザインを専門にする委員で構成され

ています。前回は、宮崎委員と岡田委員に部会の委員をやっていただき

ました。今回新しく木下委員が建築分野から出てきていただいています

が、前任の今井委員に部会委員をしていただいていました。 

岡田委員と宮崎委員には引き続き、新しく建築分野から出てきていた
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だきました木下委員に部会委員として入っていただくこととして、あと、

私と大野委員で部会を構成したいと思いますがいかがでしょうか。 

委員一同 異議なし 

議長 ありがとうございます。今までもこのメンバー構成で大きな問題はな

かったと思いますので、先ほど説明させていただいたメンバーで対応さ

せていただきたいと思います。 

部会の運営につきまして、何か御質問はありますか。 

４ 重点地区指定後の取組状況について 

議長 それでは、次に事項４の「重点地区指定後の取組状況について」事務

局の説明を求めます。 

事務局 続きまして、重点地区指定後の取組について説明します。 

本年４月１日に、奥津地区（須郷の里景観保全地区）及び三多気地区

（三多気の桜風景保全地区）を重点地区として指定しました。 

前方のスライドにもありますが、２地区の重点地区の指定について、

平成３１年３月２６日、市長定例記者会見で発表しましたので、当日の

模様を御覧ください。 

【映像】 

スライドに戻りますが、その後、本年４月１日に景観計画の変更を告

示し、同日広報津、美杉地域版の広報誌である「美杉だより」それと、

津市ＨＰにおいて、周知を図りました。 

左側が広報津です。右側が美杉だよりです。 

その後、４月４日には、産経新聞朝刊にて掲載していただきました。

４月１１日には、重点地区指定を広く周知するため、三重県に登録し

ている建築業者、大工業者、塗装業者や市内のハウスメーカー、建築確

認申請機関に対し、通知を行いました。 

その後、４月１８日には中日新聞朝刊に掲載していただきました。 

重点地区指定後、広報津や津市ホームページ等、広く周知したことに

より、各報道機関にも注目していただくことができました。 

こちらは、本年５月頃に奥津地区で活動されている観光ボランティア

団体である「伊勢本街道を活かした地域づくり協議会」の皆さんが、重

点地区内に自前で設置した案内看板です。 

須郷では、修景補助を活用した住宅の改築なども行われており、重点

地区指定を機に、地域のみなさんの景観まちづくり活動に対する機運が

高まりつつあります。 

今後も、地元のみなさんと共働で景観まちづくり活動を行っていきた

いと思います。 

次に三多気地区です。三多気地区では、重点地区指定前から積極的に

景観まちづくり活動を実施している「三多気の桜景観保全会」を中心に、

様々な取組が行われています。 

去る７月１３日には、体験型学習会として、名勝三多気の桜の維持管

理活動や挿し木体験などが実施されました。 

この日は、日本樹木医会三重県支部所属の樹木医や地元の方など約２

０名が参加しました。 

左の写真は、桜の管理方法や選定の時期などについて説明を受けてい

る様子です。これまで、地元の方は枝を切ることに対し抵抗がありまし

たが、この景観を残すためには、元気な枝だけを残し他の枝は剪定する
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方がよいといった指導を受けたので、その活動をしている様子です。 

右の写真は、三多気の桜の選定した枝葉を使い、挿し木体験を行って

いる写真です。この挿し木を参加者の皆さんで御自宅に持って帰ってい

ただき、苗木になったものについて来年の桜のシーズンに配付する計画

が立てられているようです。 

このように、三多気地区では、地元住民や三多気の桜を愛する人たち

が共働で景観まちづくり活動が積極的に行われています。 

最後に一身田寺内町地区です。平成２８年４月に重点地区として指定

した一身田寺内町地区では、重点地区指定以降も、まちなみを見守る活

動を実施している「一身田寺内町まちなみ見守り隊」を中心に、積極的

な景観まちづくり活動が行われています。 

去る、５月２９日には、地区内の風情あるまちなみを残すために、地

区内の空き家を把握し、空き家が解体される前に空き家の利活用を行っ

てもらうことを目的に、空き家の外観調査を実施しました。 

この日は、１５件の空き家を調査し、調査後は所有者に対し「津市空

き家情報バンク」への登録を推進するダイレクトメールを発送しました。

これは、仲之町通りです。商店街にも空き家が目立っています。 

今のところ、空き家バンクの登録につながった物件はありませんが、

今後も地元の方とこのような活動に積極的に取り組んでいきたいと考え

ています。 

また、津市スポーツ文化振興部、文化振興課が１年に１回発行してい

る令和元年６月号の「津市民文化」の文化遺産 受け継いでいく宝物の

コーナーに、当審議会の浅野会長が一身田寺内町について執筆されてい

ますので、御紹介させていただきます。資料５を御覧ください。 

浅野会長、少し補足説明をお願いします。 

議長 一身田寺内町の専修寺が国宝になったのが大きなきっかけとなって、

寺内町の特集を組むということで依頼がありました。寺内町のまちづく

りについては、景観審議会の会長をやっているとともに、まちなみ調査

なども私の研究室でやった関係で、市の方から執筆の依頼がありました。

それで、景観審議会での取り組みも兼ねて書きましたので御覧ください。

特に、寺内町っていうまちの種別は大変珍しくて、西日本の一部にしか

見られないまちの形式です。その中でも、大阪府の富田林とか、奈良県

橿原市の今井町が有名ですが、富田林や今井町と一身田寺内町のまちな

みも違っています。一身田に行くと他の寺内町とはちょっと違う、一身

田らしさがよく出ています。その辺を書きましたので、関心があれば読

んでいただき、委員のみなさんにも寺内町を歩いていただければと思い

ます。 

事務局 ありがとうございました。事項４につきまして、以上です。 

議長 ただいま事務局から説明がありましたが、「重点地区指定後の取組状況

について」、委員のみなさまから何か御質問などはありますか。 

先ほど市長の定例記者会見の映像を見せていただきましたが、非常に

わかりやすかったです。それと、定例記者会見後もいくつかの新聞記事

にも取り上げていただいて、重点地区について記事にしていただいたの

で、大変ありがたいと思いました。引き続き、重点地区指定後の地域の

応援とマスコミ等を通じた広報活動を事務局の方で取り組んでいただい

て、１人でも多くの方に重点地区を散策していただけるように働きかけ

をしてください。よろしくお願いします。 
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５ 平成３０年度景観法第１６条に基づく届出等の状況について 

議長 次に、事項５の「平成３０年度景観法第１６条に基づく届出等の状況

について」事務局お願いします。 

事務局 それでは、平成３０年度の景観法第１６条に基づく届出等の状況につ

いて説明いたします。 

昨年４月から本年３月末日までの届出の状況についてですが、お手元

の資料６－１平成３０年度届出一覧及び資料６－３平成３０年度景観法

に基づく届出・通知の状況を御覧ください。 

建築物につきましては、新築が３０件、増築が４件、色彩の変更が８

件、外観の変更が２件、合計４４件となっています。 

重点地区一身田寺内町地区における届出は、新築が３件で内訳は共同

住宅が１件、ピアノ室が１件、戸建住宅が１件となっています。 

新築以外では、外壁の色彩の変更が３件、外観の変更が１件となって

います。 

また、部会で御意見をいただいたものは、一般地区の共同住宅と工場・

事務所及び遊技場と、重点地区の共同住宅及び戸建て住宅の新築が７件

でした。 

昨年度に比べまして、重点地区内の届出件数が大幅に増加しています。

また、部会案件となる高さ３０ｍ、建築面積が３０００㎡を超える建築

物の届出につきましても増加しております。 

続きまして工作物の届出状況について説明いたします。 

新設が４６件、増築が１件、色彩の変更が５件、外観の変更が１件、

移転が１件、合計５４件でした。 

このうち、重点地区内における届出はフェンス、門塀、太陽光発電設

備の新設が３件、板塀の増築が１件、塀の外観の変更が１件、ガス管の

移転が１件の合計６件でした。 

また、平成２８年４月１日より届出対象としております、太陽光発電

設備に関する届出は新設が１０件で、平成２９年度の２６件に比べ大幅

に減少しています。 

工作物の届出に関しては、昨年度に比べまして減少しており、特に太

陽光発電設備の新設が大幅の減少となっております。 

続きまして開発行為等の届出状況について説明いたします。 

開発行為が７件、土地の形質の変更が４件、土石の採取が１件、合計

１２件でした。 

このうち、太陽光発電設備に関する届出は、土地の形質の変更が１件

でした。 

なお、勧告、公表、変更命令を行ったものはありませんでした。 

次に通知です。資料６－２平成３０年度通知一覧及び資料６－３平成

３０年度景観法に基づく届出・通知の状況を御覧ください。 

通知は、国の機関又は地方公共団体が行為を行う際に受けるもので、

届出と異なり事前協議は行いません。 

ただし、良好な景観の形成のため必要があると認めるときは、制限に

適合するようとるべき措置について協議を求めることができます。 

昨年度、通知は、建築物の新築が１件、増築が１件、色彩の変更が６

件、工作物の新築が１件、色彩の変更が１件、土地の形質の変更が２件。

合計１２件の通知がありました。 
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行為が行われた箇所の概要は資料６－３を御覧ください。以上が平成

３０年度の届出、通知の状況です。 

説明は以上です 

議長 ありがとうございました。ただいま事務局から説明がありましたが、

「平成３０年度景観法第１６条に基づく届出等の状況について」、委員の

みなさまから何か御質問などはありますか。 

資料６－３を詳しく説明していただけますか。場所が分かりにくいの

で。 

事務局 資料６－３につきまして説明します。左上が凡例となっています。昨

年度の傾向といたしましては、美杉地域における工作物の新設が多くな

っています。これは、携帯電話の基地局の新設です。また、一身田寺内

町地区における新築が増加しております。黒い三角につきましては、電

力会社による架空送電線路用の鉄塔の塗り替えとなっています。見た目

は、グレーで変わりないと思いますが、定期的に塗り替えをされていま

す。 

議長 資料６－１、資料６－２の表だけでは、雰囲気がつかみにくかったの

で、資料６－３の説明をしていただきました。建築物はどのようなもの

なのか種別で凡例が示されていますので、それを見ていただくと、どう

いう種類の建築物がどの辺に建っているのかが分かります。また、太陽

光発電設備とか携帯基地局などの工作物の届出がどの辺で行われている

のかが分かります。先ほど事務局から説明がありましたが、中電の鉄塔

の塗り替えや美杉地域における携帯基地局の新設がよく分かります。そ

の他開発行為の場所も分かります。この表を見れば、建築物や工作物、

開発行為などが昨年度どの辺りで行われたのかがよく分かります。その

届出に対して、津市の方では、景観計画に定める景観形成基準に適合す

るように指導していただいたということです。 

諸戸委員 市街地の太陽光発電がものすごく減っていますね。 

事務局 小規模の太陽光発電は、景観法に基づく届出対象ではありませんので、

把握はしておりませんが、届出の対象となります１，０００㎡を超える

ものの新設については減っております。 

買い取り価格が安価になってきたことも原因の一つだと思います。ま

た、太陽光発電を設置するのに適した場所も少なくなってきているのも

要因の一つだと思います。 

諸戸委員 これ以上は、できたら避けてほしいですね。 

議長 大規模な太陽光発電設備は出つくしたといった感じですね。また、新

規事業についても国が法改正を行い、買い取り価格を安定させるようし

てきたので、これから申請件数は抑制されていく傾向になるでしょうね。

６ その他  

議長 事項６「その他」について、何かあれば事務局からお願いします。 

事務局 事項６その他事項につきまして、資料７を御覧ください。今年度初め

ての試みとして、第１回津市こども景観絵画コンクールを開催させてい

ただきます。夏休みの宿題として、市内全域の小学生を対象に各学校に

依頼しております。審査方法及び審査基準につきましては、資料７に記

載のとおりで、審査会を９月２４日火曜日午後２時から、津市役所本庁

舎８階大会議室Ａにおいて開催する予定です。審査委員につきましては、

本日御欠席ではございますが、岡田委員、浅野会長、大野副会長、津市
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景観アドバイザーの田中アドバイザーの４名で審査を実施していただき

ます。審査委員長につきましては、岡田委員にお願いしております。審

査方法につきましては、まず、応募絵画のうち、指定サイズ以外のもの、

立体性のあるもの、令和元年度津市こども景観絵画コンクール実施要領

の３応募条件に定める規格に該当しないものを除きます。その後、第一

次審査として、低学年、中学年、高学年ごとに、審査委員１人５作品を

選定していただきます。その後、第二次審査として、募集区分ごとに、

第一次審査で選ばれた作品の中から、審査委員の協議により、最優秀賞

１点、優秀賞２点、入選７点程度を選定していただきます。審査基準に

つきましては、テーマに対応した作品であること。また、表現に工夫が

されていることとしております。表彰式につきましては、令和元年１１

月２日日曜日午前１０時から津市役所本庁舎８階大会議室Ａで実施する

予定です。当日ですが、岡田委員長は御都合が悪いということですので、

大野委員に御出席していただきます。説明は以上になりますが、委員の

皆様のお知り合いに小学生がお見えでしたら、周知いただきますようよ

ろしくお願いします。説明は以上です。 

議長 ただいま事務局から説明がありましたが、第１回津市こども景観絵画

コンクールの審査方法及び審査基準について、委員のみなさまから何か

御質問などはありますか。 

それでは、コンクールの結果ができましたら、審議会で報告していた

だければと思います。 

これをもちまして、第１１回津市景観審議会を閉会いたします。委員

の皆様方には、長時間に渡り、慎重かつ熱心に御審議をいただくととも

に、議事進行につき、格別の御協力をいただき誠にありがとうございま

した。 

それでは、事務局にお返しします。 

７ 閉会 

事務局 閉会あいさつ 


